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２２ 

【
特
集
　

職
場
の
声
を
か
た
ち
に
】

  

・
名
古
屋
大
「
近
年
の
休
暇
の
改
善
に
つ
い
て
」

  

・
静
岡
大
「
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
交
渉
を
継
続
」

  

・
金
沢
大
「
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
問
題
点
の
共
有
」

３３ 

論
壇
「
沿
岸
の
水
産
資
源
と
漁
業
を
守
れ
」

　

       

北
海
道
大
学
水
産
科
学
研
究
院
教
授
　

松
石 

隆

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
49 

雇
止
め
の
基
礎
知
識
❷

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

  

・
秋
田
大
学
「
大
変
さ
を
共
有
す
る
中
か
ら

     

職
場
改
善
の
力
が
生
ま
れ
る
の
で
は
！
」

  

・
鳥
羽
商
船
高
専

 　

「
職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
て
」

  

・
岡
山
大
学

 　

「
対
面
活
動
の
再
開
を
待
ち
望
み
つ
つ
」

　

文
部
科
学
省
は
、
10
月
１
日
施
行
予

定
の「
大
学
設
置
基
準
等
省
令
改
正
案
」

の
パ
ブ
コ
メ
を
７
月
８
日
に
募
集
（
８

月
６
日
締
切
）
し
ま
し
た
。

　

こ
の
省
令
改
正
案
は
、
中
央
教
育
審

議
会
大
学
分
科
会
質
保
証
シ
ス
テ
ム
部

会
「
新
た
な
時
代
を
見
据
え
た
質
保
証

シ
ス
テ
ム
の
改
善
・
充
実
に
つ
い
て（
審

議
ま
と
め
）」（
３
月
18
日
）
を
踏
ま
え

て
、「
共
通
と
な
る
最
低
基
準
性
を
担
保

し
つ
つ
大
学
教
育
の
多
様
性
・
先
導
性

を
向
上
さ
せ
る
」
目
的
と
さ
れ
ま
す
が
、

高
専
や
大
学
院
な
ど
の
設
置
基
準
改
正

も
含
ま
れ
、
高
等
教
育
全
体
の
質
保
証

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
内
容
と
な
っ

　
「
学
校
教
育
法
」で
定
め
ら
れ
た
大
学

の
目
的
（
83
条
）
達
成
の
た
め
、
文
部

①
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
の
総
則
理

　

念
部
分
で
の
明
確
化

②
教
員
組
織
と
事
務
組
織
を
教
育
研
究

　

実
施
組
織
に
統
合

③
専
任
教
員
の
基
幹
教
員
へ
の
変
更

④
単
位
数
の
算
定
方
法
の
柔
軟
化

⑤
必
要
な
施
設
及
び
設
備
等
の
柔
軟
化

⑥
先
導
的
取
組
み
に
対
し
て
設
置
基
準

　

適
用
を
免
除
す
る
特
例
制
度
創
設

等
、
大
学
教
育
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
全

体
の
変
容
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

の
負
担
増
加
）
に
つ
な
が
る
の
で
は

と
懸
念
さ
れ
、
両
組
織
の
役
割
の
違

い
の
尊
重
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
充
実
の

上
で
の
協
働
こ
そ
が
質
保
証
に
つ
な

が
る
と
い
う
意
見
表
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

第
３
は
、
大
学
設
置
基
準
上
必
要

な
教
員
数
が
専
任
教
員
か
ら
基
幹
教

員
に
変
更
さ
れ
、
複
数
の
学
部
や
大

学
で
授
業
を
兼
任
す
る
非
常
勤
教
員

（
そ
れ
ぞ
れ
８
単
位
以
上
の
授
業
担

当
）
も
４
分
の
１
ま
で
基
幹
教
員
に

算
入
で
き
る
こ
と
で
、
教
員
数
の
削

減
や
非
常
勤
教
員
依
存
が
進
み
、
教

員
の
身
分
の
不
安
定
化
や
質
保
証
が

損
な
わ
れ
る
懸
念
に
基
づ
い
て
、
専

任
教
員
を
維
持
す
る
こ
と
の
意
見
表

明
を
行
い
ま
し
た
。
す
で
に
一
部
私

学
で
は
設
置
基
準
上
必
要
な
教
員
数

削
減
を
見
越
し
て
採
用
人
事
変
更
が

進
ん
で
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
「
先
導
的
な
取
組
」
を

行
う
大
学
に
は
、「
授
業
科
目
の
自
ら

開
設
の
原
則
」、「
単
位
互
換
や
遠
隔

授
業
の
60
単
位
上
限
」
な
ど
の
設
置

基
準
の
適
用
除
外
を
認
め
る
「
教
育

課
程
等
に
係
る
特
例
制
度
」
創
設
も

重
大
で
す
。
遠
隔
授
業
に
よ
る
学
部

と
大
学
を
ま
た
い
だ
講
義
の
展
開
が

コ
ス
ト
削
減
の
手
段
に
利
用
さ
れ
か

ね
な
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
大

学
設
置
基
準
の
改
正
が
各
大
学
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
注
視
し
、
懸
念

事
項
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
や
各
大

学
等
へ
の
は
た
ら
き
か
け
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。

  （
中
央
執
行
委
員
長　

鳥
畑 

与
一
）

　

第
１
は
、
省
令
改
正
案
は
、
教
育

の
質
保
証
を
大
学
側
の
自
己
評
価
と

点
検
の
強
化
で
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
学
生
の
経
済
的
学
習
環
境
の

悪
化
、
教
職
員
削
減
と
多
忙
化
の
改

善
策
を
欠
い
た
ま
ま
で
は
、
現
場
の

「
評
価
疲
れ
」
を
招
き
、
質
保
証
に
逆

行
し
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念
で
す
。

　

第
２
は
、
現
在
、
別
々
に
置
か
れ

て
い
る
教
員
組
織
と
事
務
組
織
を
教

育
研
究
実
施
組
織
に
統
合
す
る
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
か
え
っ
て

弱
め
か
ね
な
い
点
で
す
。「
学
校
教
育

法
」
上
で
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
の
は
教
授
会
で
す
が
、
学
問
の

自
由
に
立
脚
し
て
教
育
を
行
う
大
学

に
お
い
て
教
授
会
の
役
割
が
重
要
で

す
。「
事
務
職
員
等
も
参
画
し
教
育
研

究
活
動
を
行
う
こ
と
を
明
確
化
」
す

る
た
め
の
組
織
統
合
が
教
授
会
の
役

割
後
退
や
教
育
研
究
と
事
務
の
境
界

の
曖
昧
化
（
教
員
お
よ
び
事
務
職
員

期
末
手
当
と
勤
勉
手
当
の
比
率
が

評
価
分
に
偏
重
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

国
立
大
学
等
（
国
公
立
大
学
、

国
公
立
高
専
、
大
学
共
同
利
用
機

関
）
で
は
、
人
事
院
勧
告
、
国
家

公
務
員
の
給
与
水
準
は
考
慮
事
項

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

も
そ
も
国
立
大
学
等
の
職
員
給
与

の
水
準
は
国
家
公
務
員
の
水
準
に

届
か
ず
、
地
域
手
当
も
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
る
大
学
（
事
業
所
）
も

あ
り
ま
す
。
食
料
品
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
上
昇
が
つ
づ
き
生
活
物

価
が
高
騰
し
続
け
る
な
か
、
少
な

く
と
も
国
家
公
務
員
と
同
じ
よ
う

に
ボ
ー
ナ
ス
の
引
き
上
げ
を
要
求

し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
も
期
末
手
当
を
引
き
下
げ

る
人
事
院
勧
告
が
あ
り
ま
し
た

が
、
給
与
法
の
改
定
時
期
や
労
使

交
渉
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
12
月
期

の
引
き
下
げ
を
見
送
ら
せ
、
今
年

６
月
期
に
お
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど

の
国
立
大
学
等
に
お
い
て
国
家
公

務
員
と
同
様
の
調
整
を
実
施
さ
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

引
き
続
き
、
対
国
家
公
務
員
比

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
改
善
や
私

立
大
学
と
の
差
の
解
消
、
生
活
物

価
の
高
騰
、
感
染
拡
大
が
続
く
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
へ
報
い
る
と
い
う

視
点
か
ら
も
、
ボ
ー
ナ
ス
の
引
き

上
げ
に
と
ど
ま
ら
ず
労
働
条
件
全

般
の
改
善
を
目
指
し
て
交
渉
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
給
与
に
関
す
る
報
告
で

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の
取
り
組
み

　

人
事
院
は
８
月
８
日
、
初
任
給

を
大
卒
３
，
０
０
０
円
、
高
卒
４
，

０
０
０
円
（
30
歳
代
前
半
ま
で
調

整
）
を
引
き
上
げ
、
国
家
公
務
員

の
勤
勉
手
当
を
０
．
10
月
分
引
き

上
げ
る
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
期
末
手
当
を
年
間
０
．

15
月
分
引
き
下
げ
だ
っ
た
の
で
若

干
の
回
復
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

と
し
て
、
光
熱
・
水
道
費
等
の
職

員
の
負
担
軽
減
等
の
観
点
か
ら
テ

レ
ワ
ー
ク
を
行
う
場
合
に
支
給
す

る
新
た
な
手
当
に
つ
い
て
具
体
的

に
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
国

立
大
学
等
の
い
く
つ
か
で
は
在
宅

勤
務
手
当
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
手
当
の
新
設
を
求
め

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
人
事
管
理
に
関
す
る

報
告
で
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
及
び
休
憩
時
間
制
度
の
柔
軟
化

を
速
や
か
に
措
置
し
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
確
保

の
方
策
、
更
な
る
柔
軟
な
勤
務
時

間
制
度
等
に
つ
い
て
本
年
度
内
を

目
途
に
結
論
を
得
る
べ
く
検
討
を

す
す
め
る
、
と
も
あ
り
ま
す
。
使

用
者
側
に
都
合
の
良
い
勤
務
形
態

や
勤
務
時
間
制
度
の
導
入
へ
す
す

む
恐
れ
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　

国
家
公
務
員
は
来
年
度
か
ら
段

階
的
に
定
年
を
引
き
上
げ
ま
す

が
、
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
し
つ

つ
も
定
数
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う

で
す
。
国
立
大
学
等
は
高
齢
者
雇

用
安
定
法
が
適
用
さ
れ
65
歳
ま
で

の
雇
用
延
長
が
義
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
雇
用
延
長
の
労
働
条
件
に

決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
事

院
の
調
査
で
は
民
間
企
業
の
90
％

以
上
で
再
雇
用
等
は
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
原
則
と

し
て
再
雇
用
者
全
員
が
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

         （
賃
労
部
長　

宮
本 

政
明
）

科
学
大
臣
が
設
置
者
に
求
め
る「
設
備
、

編
制
そ
の
他
に
関
す
る
設
置
基
準
」
を

定
め
る
も
の
で
あ
り
、
大
学
設
置
者
は

こ
の
基
準
を
最
低
限
満
た
す
こ
と
が
法

的
義
務
（
３
条
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
会
審
議
で
の
議
決
を
要
し
な
い
省
令

で
す
が
、
そ
の
改
正
に
つ
い
て
は
パ
ブ

コ
メ
等
を
通
じ
た
大
学
関
係
者
の
声
を

「
十
分
に
考
慮
」
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
（
行
政
手
続
法
39
条
と
42

条
）。

大
学
設
置
基
準
等
の

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
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等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
のののののののののののののののののののののののののの

て
お
り
、
全
大

教
中
央
執
行

委
員
会
な
ら
び

に
高
専
協
議

会
は
パ
ブ
コ
メ

提
出
を
行
い
ま

し
た
。


